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　家族や恋人、友人や恩人、そして自分自身にあてて…

日頃は言えない素直な気持ちを、漢字一字に託して贈って

みよう。

　（公財）日本漢字能力検定協会では、このような趣旨で

「今、あなたに贈りたい漢字コンテスト」を2013年に初め

て開催しました。以来毎年の開催を経て今回で5回目を迎

え、累計では16万5千作品あまりのご応募を全国よりいた

だいています。

「今、あなたに贈りたい漢字コンテスト」とは

あなたに贈りたい漢字 検 索
詳しくはWEBでもご覧になれます！
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※所属はコンテスト開催当時のものです。

審査員長

審査員

ゴルゴ松本	（お笑い芸人）

やすみりえ	（川柳作家）

華雪	 （書家）

髙坂節三	 （公益財団法人 日本漢字能力検定協会 代表理事）

審査員

橋本五郎	 （読売新聞特別編集委員）
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当
協
会
は
、「
漢
字
検
定
」を
は
じ
め
と
す

る
検
定
事
業
の
ほ
か
、日
本
語
や
漢
字
の
教

育
に
関
す
る
研
究
支
援
、ま
た
、講
演
会
や

啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、毎
年
の
年
末
に
清

水
寺
で
行
う「
今
年
の
漢
字
」の
発
表
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、「
漢
字
博
物
館
・
図
書
館
」（
漢
字

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）を
2
0
1
6
年
6
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、開
館
2
周
年
を
前

に
全
国
か
ら
20
万
人
を
超
え
る
お
客
様
に

ご
来
館
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、日
本
語
・
漢
字

を
学
ぶ
楽
し
さ
を
提
供
し
、豊
か
な
社
会
の

実
現
に
貢
献
す
る
た
め
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、本
コ
ン
テ
ス
ト
も
お
か
げ
さ
ま
で

5
回
目
を
迎
え
、今
回
で
は
2
8
，6
8
8

作
品
、過
去
か
ら
の
累
計
で
は
、1
6
5
，

0
0
0
作
品
あ
ま
り
の
応
募
が
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。多
く
の
方
々
か
ら
本

コ
ン
テ
ス
ト
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
応
募
作
品
は
ど
れ
も
、大
変
素
晴

ら
し
く
、審
査
に
お
い
て
と
て
も
悩
み
ま
し

た
が
、特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
20
作
品
を

表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

発
行
に
あ
た
り
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た
。こ
の
作
品
集
に
は
、こ
れ
ら
表
彰
作
品
の

ほ
か
佳
作
40
作
品
を
加
え
た
計
60
作
品
の

大
変
印
象
深
く
素
敵
な
作
品
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
度
も
第
6
回
と
し
て
本
コ

ン
テ
ス
ト
を
継
続
い
た
し
ま
す
。作
品
集
を

手
に
取
ら
れ
た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

ぜ
ひ
周
囲
の
方
々
に「
相
手
を
想
っ
て
漢
字

一
字
を
贈
る
」こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
お
伝

え
い
た
だ
く
と
と
も
に
、本
コ
ン
テ
ス
ト
に

ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
、こ
れ
以
上
の
喜
び

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
協
会
は
引
き
続
き
、漢
字
文
化
の
素
晴

ら
し
さ
を
よ
り
深
く
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
事
業
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人 

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

代
表
理
事
　
髙
坂 

節
三
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総
　
評

　
5
年
前
か
ら「
今
、あ
な
た
に
贈
り
た
い

漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
」の
審
査
を
し
て
い
て
、

い
つ
も
思
い
浮
か
ぶ
言
葉
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
は「
希
望
」で
す
。2
0
1
7
年
も
嫌
な

ニ
ュ
ー
ス
が
随
分
あ
り
ま
し
た
。で
も
、皆
さ

ん
が
選
ん
だ
漢
字
一
字
を
見
れ
ば
吹
き
飛

び
ま
す
。今
回
も
多
か
っ
た
の
は
、「
感
謝
」

の「
感
」と「
謝
」で
あ
り
、「
笑
顔
」の「
笑
」

で
あ
り
、人
に「
優
し
く
」あ
り
た
い
と
い
う

「
優
」で
し
た
。い
つ
も
の
こ
と
で
す
が
、順

位
を
つ
け
る
の
は
至
難
の
こ
と
で
あ
り
、不

遜
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
ぜ
な
ら
、皆
さ
ん
が
選
ば
れ
た
一
字
の

背
後
に
は
言
い
尽
く
せ
ぬ
辛
い
日
々
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。ど
う
か
選
に
漏

れ
た
皆
さ
ん
に
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、入

選
者
と
は
僅
差
だ
っ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。（

読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
）

審
査
員
長
　
橋
本
五
郎
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（
東と
う
き
ょ
う
と

京
都
・
町ま
ち
だ
し
り
つ
お
が
わ
し
ょ
う
が
っ
こ
う

田
市
立
小
川
小
学
校
　
10
歳さ
い

）

鈴す

ず

き木 
仁に

こ心 
さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P12

（
埼さ
い
た
ま
け
ん

玉
県
・
自し
ぜ
ん
が
く
え
ん

然
学
園
　
8
歳さ
い

）

吉よ
し
ざ
わ澤 

明あ
き
ひ
ろ宏 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P14

【
絆き

ず
な
た
い
し
ょ
う

大
賞
】

（
栃と
ち
ぎ
け
ん

木
県
・
鹿か
ぬ
ま
し
り
つ
に
し
し
ょ
う
が
っ
こ
う

沼
市
立
西
小
学
校
　
8
歳さ
い

）

神か
み
や
ま山 

樟あ

き

と翔 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P16

（
静し
ず
お
か
け
ん

岡
県
・
沼ぬ

ま
づ
し
り
つ
だ
い
よ
ん
し
ょ
う
が
っ
こ
う

津
市
立
第
四
小
学
校
　
12
歳さ
い

）

長な
が
し
ま嶋 

柚ゆ

う

な奈 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P16

（
三み
え
け
ん

重
県
・
松ま
つ
さ
か
し
り
つ
い
ざ
わ
し
ょ
う
が
っ
こ
う

阪
市
立
射
和
小
学
校 

　
9
歳さ
い

）

松ま
つ
お
か岡 

蒼そ

う

ま真 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P16

（
岐ぎ
ふ
け
ん

阜
県
・
関
せ
き
し
り
つ
あ
さ
く
ら
し
ょ
う
が
っ
こ
う

市
立
安
桜
小
学
校
　
11
歳さ
い

）

矢や

じ

ま島 

拳け
ん
し
ん心 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P17

【
佳か

さ

く作
】

目
　
次

小し
ょ
う
が
く
せ
い

学
生
の
受じ

ゅ
し
ょ
う
し
ゃ

賞
者

※掲載の都道府県、学校名、年齢、職業は応募当時のものです。
※基本的には応募作品の原文をそのまま掲載しておりますが、一部修正を加えている箇所がございます。ご了承ください。
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（
岐
阜
県
・
県
立
岐
阜
総
合
学
園
高
等
学
校
　
17
歳
）

青
木 

公
香 
さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P20

（
青
森
県
・
八
戸
市
立
島
守
中
学
校
　
14
歳
）

中
里 

達
也 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P24

（
大
阪
府
・
柏
原
市
立
柏
原
中
学
校
　
15
歳
）

宇
都
宮 

渓
吾 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P26

（
大
阪
府
・
府
立
港
南
造
形
高
等
学
校
　
16
歳
）

柴
田 

真
伊 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P28

（
鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
市
立
鴨
池
中
学
校
　
14
歳
）

高
田 

朱
夏 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P30

（
大
阪
府
・
大
阪
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
池
田
校
舎
　
17
歳
）

永
井 

沙
彩 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P32

（
鹿
児
島
県
・
学
校
法
人
日
章
学
園 

鹿
児
島
育
英
館
中
学
校
　
13
歳
）

白
柿 

咲
羽 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P40

（
京
都
府
・
京
都
市
立
蜂
ケ
岡
中
学
校
　
14
歳
）

田
岡 

大
和 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P40

（
大
阪
府
・
府
立
港
南
造
形
高
等
学
校
　
16
歳
）

戸
田 

涼
子 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P41

（
東
京
都
・
武
蔵
野
中
学
校
　
13
歳
）

長
谷
川 

充
生 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P41

（
北
海
道
・
駒
澤
大
学
附
属
苫
小
牧
高
等
学
校
　
16
歳
）

幡
上 

陸 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P41

（
福
岡
県
・
宇
美
町
立
宇
美
南
中
学
校
　
13
歳
）

林
田 

真
也 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P42

（
大
阪
府
・
柏
原
市
立
柏
原
中
学
校
　
14
歳
）

東
口 

修
樹 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P42

（
大
阪
府
・
大
阪
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
池
田
校
舎
　
17
歳
）

日
野 

詩
音 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P42

（
静
岡
県
・
静
岡
市
立
清
水
興
津
中
学
校
　
12
歳
）

平
澤 

泰
造 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P43

（
東
京
都
・
武
蔵
野
高
等
学
校
　
16
歳
）

福
田 

健 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P43

（
神
奈
川
県
・
県
立
横
浜
清
陵
高
等
学
校
　
18
歳
）

山
口 

華
澄 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P43

【
絆
大
賞
】

【
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
賞
】

【
審
査
員
賞
】

（
福
岡
県
・
那
珂
川
町
立
那
珂
川
南
中
学
校
　
15
歳
）

山
川 

く
る
り 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P34

（
静
岡
県
・
三
島
市
立
錦
田
中
学
校
　
14
歳
）

佐
野 

美
音 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P40

（
群
馬
県
・
県
立
中
央
中
等
教
育
学
校
　
17
歳
）

渡
邊 

稜
也 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P36

（
愛
知
県
・
小
牧
市
立
北
里
中
学
校
　
12
歳
）

青
山 

瑠
菜 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P38

（
静
岡
県
・
静
岡
市
立
清
水
第
八
中
学
校
　
12
歳
）

漆
畑 

渚
都
美 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P38

（
大
阪
府
・
府
立
港
南
造
形
高
等
学
校
　
18
歳
）

木
下 

惟
理 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P39

（
大
阪
府
・
大
阪
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
池
田
校
舎
　
17
歳
）

小
池 
由
記 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P39

（
山
梨
県
・
富
士
学
苑
高
等
学
校
　
17
歳
）

佐
藤 

優
樹 
さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P39

【
佳
作
】

（
愛
知
県
・
デ
ン
ソ
ー
工
業
学
園
　
17
歳
）

清
水 

彩
鼓 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P22

中
学
生・高
校
生
の
受
賞
者

（
東
京
都
・
女
子
美
術
大
学
付
属
中
学
校
　
15
歳
）

石
川 

夏
子 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P38
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（
福
岡
県
・
会
社
員
）

岩
﨑 

達
也 
さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P46

（
大
阪
府
）

山
田 

幸
夫 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P50

（
大
阪
府
・
主
婦
）

打
浪 

道
代 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P52

（
大
阪
府
・
教
員
）

大
角 

輝
代 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P54

（
茨
城
県
）

久
保
田 

洋
二 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P56

（
京
都
府
・
会
社
員
）

小
林 

憲
彦 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P58

（
静
岡
県
・
教
員
）

杉
村 

佳
帆
里 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P66

（
岡
山
県
・
主
婦
）

諏
訪 

麻
美 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P66

（
神
奈
川
県
・
会
社
員
）

髙
野 

亜
衣
子 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P67

（
徳
島
県
・
公
務
員
）

武
市 

善
明 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P67

（
東
京
都
・
教
員
）

田
島 

英
和 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P67

（
三
重
県
・
教
員
）

龍
田 

優 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P68

（
愛
知
県
・
教
員
）

百
々 

進
祐 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P68

（
福
岡
県
・
教
員
）

中
井 

朗 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P68

（
大
阪
府
・
栄
養
士
）

西
村 

美
由 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P69

（
香
川
県
・
教
員
）

村
井 

庸
佑 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P69

（
岐
阜
県
・
会
社
員
）

吉
田 

和
史 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P69

【
絆
大
賞
】

【
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
賞
】

【
審
査
員
賞
】

（
山
口
県
・
学
校
司
書
）

椿 

幸
枝 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P60

（
京
都
府
・
主
婦
）

末
吉 

浩
子 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P66

（
長
崎
県
・
長
崎
外
国
語
大
学
）

羅 

皓
潔 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P62

（
埼
玉
県
・
会
社
員
）

浅
野 

萌 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P64

（
岡
山
県
・
公
務
員
）

岩
中 

幹
夫 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P64

（
兵
庫
県
・
研
究
者
）

奥
井 

一
幾 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P64

（
北
海
道
・
主
婦
）

工
藤 

純
子 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P65

（
埼
玉
県
・
主
婦
）

小
松
崎 
有
美 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P65

（
神
奈
川
県
・
主
婦
）

椎
野 

美
香 
さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P65

【
佳
作
】

（
鹿
児
島
県
・
公
務
員
）

榎
田 

育
代 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P48

大
学
生・一
般
の
受
賞
者

9
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11

小し

ょ

う

学が

く

生せ

い

の
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し

ゃ



読み方：まん

　12

（東
とう

京
きょう

都
と

・町
まち

田
だ

市
し

立
りつ

小
お

川
がわ

小
しょう

学
がっ

校
こう

 10 歳
さい

）

鈴 木  仁 心 さ ん
すず　　　　　 き　　　　　　　　     に　　　　    こ

かあ

に　　　こ

わたし　　　うん   どう   かい　　　   じゅ　ぎょうさん   かん　       ひ　　　　お　　　　　　　 あと　　まん てん

つく　　　　　　　　　　　　　　　　　　  まんてん　　　　　　　　　　　　　 ほん とう　　　　              　　　　　　　とき

つく　　　　　　　　　　　　　　　　　  わたし　　　　　　　   かい　　　　      つく

　　 まんてん　　　　　　　　                      つく　　　　　　                                         こんど　　　じゅ   ぎょうさんかん　　　　              はつ

げん　　　　　　　　　　　　 まんてん　　　　　　　　　　  　   つく

絆 大 賞
 きずな             たい              しょう
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受じ
ゅ

賞し
ょ
う

コ
メ
ン
ト

審し
ん

査さ

員い
ん

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

漢か
ん

字じ

コ
ン
テ
ス
ト
の
絆き

ず
な

大た

い

賞し
ょ
う

を
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

す
る
こ
と
が
で
き
て
、
ま

さ
か
私わ

た
し

が
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

す
る
と
は
、
夢ゆ

め

に
も
思お

も

わ
な
か
っ
た
の
で
、
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。
今こ
ん

回か
い

、
絆き

ず
な

大た

い

賞し
ょ
う

を
頂い

た
だ

い
て
、
３
度ど

目め

の
満ま

ん

点て
ん

オ
ム
ラ
イ
ス
を
作つ

く

っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
大た

い

切せ
つ

な
人ひ

と

と
の
一ひ

と

文も

字じ

を
選え

ら

ぶ
時と

き

、
ま
ず
満ま

ん

点て
ん

オ
ム
ラ
イ
ス

の
事こ

と

が
思お

も

い
浮う

か
び
、
お
母か

あ

さ
ん
と
の
絆き

ず
な

を
「
満ま

ん

」
と
い
う
字じ

に

込こ

め
ま
し
た
。
満ま

ん

点て
ん

オ
ム
ラ
イ
ス
は
、
み
ん
な
に
と
っ
て
は
、
た

だ
の
オ
ム
ラ
イ
ス
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
私わ
た
し

に
と
っ
て
は
、
め
っ

た
に
食た

べ
ら
れ
な
い
ご
ち
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
満ま

ん

点て
ん

オ
ム
ラ

イ
ス
を
作つ
く

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

お
母か
あ

さ
ん
、「
満ま

ん

点て
ん

オ
ム
ラ
イ
ス
」
と
は
何な

ん

と
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア

な
ん
で
し
ょ
う
。
そ
の
オ
ム
ラ
イ
ス
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
味あ
じ

、
思お

も

い

が
込こ

め
ら
れ
て
い
る
に
違ち

が

い
あ
り
ま
せ
ん
。
何な

に

よ
り
も
買か

っ
た
も

の
で
は
な
く
、
お
母か
あ

さ
ん
の
手て

作づ
く

り
な
の
が
い
い
で
す
ね
。
そ
し

て
「
満ま

ん

点て
ん

」
と
は
ど
う
も
テ
ス
ト
の
点て

ん

数す
う

で
は
な
い
よ
う
で
す
。

だ
か
ら
娘む
す
め

さ
ん
は
、
今こ

ん

度ど

の
授じ

ゅ

業
ぎ
ょ
う

参さ
ん

観か
ん

で
は
「
い
い
発は

つ

言げ
ん

」
を
し

よ
う
と
心こ
こ
ろ

に
決き

め
て
い
る
の
で
す
。
こ
こ
に
は
教き

ょ
う

育い
く

と
は
何な

に

か
に

つ
い
て
、
も
っ
と
も
大た
い

切せ
つ

な
も
の
が
あ
る
よ
う
な
気き

が
し
ま
す
。

お
母か
あ

さ
ん
が
腕う

で

に
よ
り
を
か
け
た
オ
ム
ラ
イ
ス
を
私

わ
た
し

も
食た

べ
た
く

な
り
ま
し
た
。
（
橋は

し

本も
と

五ご

郎ろ
う

）
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（埼
さい

玉
たま

県
けん

・自
し

然
ぜん

学
がく

園
えん

 8 歳
さい

）

吉 澤  明 宏 さ ん

おも

やす

りょく

ひと

絆 大 賞

よし　　　　  ざわ　　　　 　　　  あき                  ひろ

 きずな             たい              しょう
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受じ
ゅ

賞し
ょ
う

コ
メ
ン
ト

審し
ん

査さ

員い
ん

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

し
ょ
う
を
も
ら
っ
た
と
聞き

い
て
、
と
て
も
す
ご
く
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
。

「
運
」
と
い
う
字じ

は
な
ら
っ
た
ば
か
り
の
か
ん
字じ

で
し
た
。
ま
だ

う
ま
く
書か

け
な
か
っ
た
の
で
お
手て

本ほ
ん

を
見み

な
が
ら
書か

き
ま
し
た
。

　

今い
ま

の
ぼ
く
は
、
お
手て

つ
だ
い
で
の
み
も
の
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
運は

こ

ん
で
い
ま
す
。
の
み
も
の
は
、
そ
う
こ
か
ら
自じ

ど
う
は
ん
ば
い
き

に
運は

こ

び
ま
す
。
そ
う
こ
の
の
み
も
の
は
市い

ち

場ば

か
ら
買か

っ
て
く
る

そ
う
で
す
。
市い

ち

場ば

に
来く

る
前ま

え

は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
た
ぶ
ん
知し

っ
て
い
る
け
れ
ど
ぼ
く
は
知し

り
ま
せ
ん
。
ぼ
く

も
お
と
な
に
な
っ
た
ら
わ
か
る
よ
う
に
な
り
た
い
な
と
思お

も

い
ま
す
。

そ
れ
に
自じ

分ぶ
ん

で
も
車く

る
ま

を
運う

ん

て
ん
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

今き
ょ
う日
も
た
の
ま
れ
た
お
手て

つ
だ
い
を
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

吉よ
し

澤ざ
わ

さ
ん
の
「
お
と
な
に
な
っ
た
ら
は
こ
ぶ
し
ご
と
を
し
た
い
と

思お
も

い
ま
す
」
と
い
う
一い

っ

節せ
つ

が
と
て
も
深ふ

か

く
印い

ん

象し
ょ
うに

残の
こ

り
ま
し
た
。

　

「
運
」
の
字じ

の
な
り
た
ち
は
、
大お

お

昔む
か
し
の
中ち

ゅ
う

国ご
く

で
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

の
車く

る
ま

の
上う

え

に
旗は

た

が
た
な
び
く
様よ

う

子す

を
表あ

ら
わ

す
「
軍
」
と
道み

ち

を
あ
ら
わ
す
「
し
ん

に
ょ
う
」
が
組く

み
合あ

わ
さ
る
こ
と
で
、
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
将し

ょ
う

軍ぐ
ん

の
車く

る
ま

の
旗は

た

が
す
べ
て
を
指し

揮き

し
て
い
た
の
で
す
。
運は

こ

ぶ
と
い
う

こ
と
は
、
大お

お

昔む
か
し

の
中ち

ゅ
う

国ご
く

で
は
、
た
だ
も
の
を
運は

こ

ぶ
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
指し

揮き

す
る
役や

く

割わ
り

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

吉よ
し

澤ざ
わ

さ
ん
は
、
き
っ
と
こ
の
先さ

き

、
重お

も

い
も
の
を
持も

っ
て
、
み
ん
な

と
協き

ょ
う

力り
ょ
く

し
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
思お

も

い
が
め
ぐ
る
す
て
き
な
〝
は
こ
ぶ

ひ
と
〟
に
な
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思お

も

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
こ
の
「
運
」

と
い
う
字じ

を
傍か

た
わ

ら
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
華か

雪せ
つ

）
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年ね
ん

が
じ
ょ
う
に
「
甲こ
う

子し

園え
ん

に
、つ
れ
て
行い

っ
て
ね
！
」
と
、

か
い
た
ら
「
ま
か
し
と
け
！
」
と
へ
ん
じ
が
、
き
ま
し
た
。

や
く
そ
く
通ど
お

り
甲こ
う

子し

園え
ん

に
出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

し
、
ぼ
く
も
お
う
え
ん
に

行い

き
ま
し
た
。
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。

（
栃と
ち
木ぎ

県け
ん
・
鹿か

沼ぬ
ま
市し

立り
つ

西に
し

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

8
歳さ
い
）

神
山 
樟
翔
さ
ん

高
こう

校
こう

３年
ねん

生
せい

の親
しん

友
ゆう

【贈
お く

りたい相
あ い

手
て

】

樟
あ き と

翔
【贈

お く

り主
ぬ し

】



あ
な
た
は
、
何な
に

時じ

代だ
い

に
い
ま
し
た
か
。

何な
に

の
生い

き
物も
の

で
し
た
か
。

な
ん
と
い
う
国く
に

に
住す

ん
で
い
ま
し
た
か
。

私わ
た
し

は
、
何な
に

も
覚お
ぼ

え
て
い
な
い
け
れ
ど
、

ま
た
、
こ
の
世よ

に
生う

ま
れ
て
こ
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

（
静し
ず

岡お
か
県け
ん
・
沼ぬ
ま

津づ

市し

立り
つ

第だ
い

四よ
ん

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

12
歳さ
い
）

長
嶋 

柚
奈
さ
ん

前
ぜん

世
せ

の自
じ

分
ぶん

【贈りたい相手】

今
いま

の自
じ

分
ぶん

【贈り主】

夏な
つ

の
暑あ
つ

い
日ひ

、
君き
み

と
い
っ
し
ょ
に
す
い
か
わ
り
を
し
た

後あ
と

、
二ふ
た
り人
で
こ
っ
そ
り
植う

え
た
す
い
か
の
種た
ね

。
も
う
子し

葉よ
う

と
葉は

が
た
く
さ
ん
生は

え
て
き
て
大お
お

き
く
な
っ
て
き
た
ね
。

早は
や

く
育そ
だ

つ
と
い
い
な
と
思お
も

っ
て
水み
ず

や
り
も
し
た
ね
。
育そ
だ

っ

た
ら
ま
た
い
っ
し
ょ
に
す
い
か
を
食た

べ
よ
う
ね
。
そ
し
て

ま
た
ス
イ
カ
の
種た
ね

を
い
っ
し
ょ
に
植う

え
た
い
な
。
い
つ
も

あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
親し
ん

友ゆ
う

で
い
よ

う
ね
。

（
三み

重え

県け
ん

・
松ま
つ

阪ざ
か
市し

立り
つ
射い
ざ
わ和
小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う 

9
歳さ
い
）

松
岡 

蒼
真
さ
ん

親
しん

友
ゆう

の君
きみ

【贈
お く

りたい相
あ い

手
て

】

そうま
【贈

お く

り主
ぬ し

】

佳 作
か　　　　　  さく

か
み
　
　       

や
ま
　
　
　 

　              
あ
　
き
　
と

な
が
　
　
　  

し
ま     

　
　
　
　
　 

ゆ
う
　
　        

な

ま
つ
　
　      

お
か
　
　
　 

　              

そ
　
う
　
ま
　
　



17

　

鏡か
が
み

を
、
毎ま
い

日に
ち

見み

て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
変か

わ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
ま
ま
が
一い
ち

番ば
ん

美う
つ
くし
い
か
ら
、
も
う
化け

し
ょ
う
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

・
関せ
き
市し

立り
つ

安あ
さ

桜く
ら

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

11
歳さ
い
）

矢
島 

拳
心
さ
ん

親
おや

麻
ま

友
ゆ

【贈
お く

りたい相
あ い

手
て

】

子
こ

拳
けん

心
しん

【贈
お く

り主
ぬ し

】

   

や
　
　
　
　
じ
ま 

　             

　   

け
ん
　      
　 
し
ん
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中
学
生
・
高
校
生
の
受
賞
者
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（岐阜県・県立岐阜総合学園高等学校 17 歳）

青 木  公 香 さ ん

絆 大 賞
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こ
の
度
は
、
絆
大
賞
と
い
う
大
き
な
賞
を
い
た
だ
け
て
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、
友
人
で
あ
り

恩
人
で
も
あ
る
う
っ
ち
ゃ
ん
と
の
思
い
出
に
改
め
て
感
謝
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
思
い
出
は
今
で
も
ず
っ
と
大
切
な
思

い
出
で
す
。

　

私
は
あ
ま
り
強
い
人
間
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人

の
支
え
の
お
か
げ
で
様
々
な
壁
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
人
た
ち
に
感
謝
を
し
な
が
ら
、
私
も
支
え
る
こ
と
の
で
き

る
人
間
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
終
え
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
け
て
大
変
光

栄
に
思
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

祝
！
大
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
人
が
生
き
て
い
く
中
で

「
目
」
か
ら
た
く
さ
ん
の
景
色
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
色
や
情

報
、
人
の
姿
、
良
い
こ
と
、
嫌
な
こ
と
、
目
に
焼
き
付
き
ま
す
。

そ
し
て
、
内
な
る
心
も
目
を
通
し
て
外
に
現
れ
ま
す
。
「
目
」
は

口
ほ
ど
に
モ
ノ
を
言
う
。
目
に
は
そ
の
時
の
心
模
様
が
正
直
に
出

る
ん
で
す
ね
。
あ
の
日
の
う
っ
ち
ゃ
ん
が
「
目
を
合
わ
せ
る
の
怖

い
？
で
も
合
わ
せ
て
く
れ
な
い
と
さ
み
し
い
よ
」
と
優
し
く
声
を

か
け
て
く
れ
た
事
が
、
一
人
の
少
女
の
「
心
の
目
」
を
開
か
せ
て

く
れ
た
ん
で
す
ね
。
優
し
さ
に
は
、
何
か
を
変
え
る
「
力
」
が
あ

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
「
目
を
澄
ま
す
」
「
目
を
覚
ま

す
」
「
目
を
肥
や
す
」
「
目
が
合
う
」
。
二
人
の
姿
が
目
に
浮
か

び
ま
す
。
命
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（愛知県・デンソー工業学園 17 歳）

清 水  彩 鼓 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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こ
の
度
は
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
き
、
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

私
は
中
学
三
年
生
の
頃
、
進
路
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

工
業
系
の
企
業
内
訓
練
校
に
進
学
し
て
、
金
属
加
工
の
技
能
を
極

め
る
の
か
、
農
業
高
校
に
進
学
し
て
、
将
来
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
研
究
に
携
わ
る
の
か
。
結
論
を
下
す
こ
と
が
出
来
ず
、
周

り
の
事
も
手
に
つ
か
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
を
見
か
ね
た
ク
ラ
ス
担
任
の
先
生
が
、
こ
の
言
葉
で

励
ま
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
は
現
在
、
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
の
訓
練
校
で
自
動

車
部
品
製
造
に
関
わ
る
技
能
習
得
に
努
め
る
と
同
時
に
、
社
会
人

と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
び
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
で
も
、
迷
っ
た
時
に
は
恩
師
の
教
え
て
下

さ
っ
た
「
正
」
の
意
味
を
思
い
出
し
、
自
分
が
正
し
い
と
思
う
道

を
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

多
感
な
中
学
時
代
。
何
が
正
し
く
、
何
が
正
し
く
な
い
か
、
悩

む
こ
と
も
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
先
を
急
ぎ
勝
気
な
君
へ

の
適
切
な
指
導
、
「
正
と
い
う
字
は
、
〝
一
〟
旦
〝
止
〟
ま
る
と
書

く
。
悩
ん
だ
時
は
、
一
旦
止
ま
っ
て
ゆ
っ
く
り
考
え
、
正
し
い
も
の

を
見
つ
け
る
と
良
い
。
」
素
晴
ら
し
い
先
生
の
指
導
、
い
つ
ま
で
も

こ
の
言
葉
を
大
事
に
し
て
、
焦
ら
ず
一
歩
一
歩
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
髙
坂
節
三
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（青森県・八戸市立島守中学校  14 歳）

中 里  達 也 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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ま
ず
、
僕
が
こ
の
す
ば
ら
し
い
賞
を
と
れ
た
こ
と
を
と
て
も
喜

ば
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
僕
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
人
た
ち
に
少
し
勇
気
を
あ
た
え
ら
れ
た
の
か
と
思
う
と
、

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

僕
は
親
に
も
姉
に
も
勉
強
し
な
い
と
だ
め
だ
よ
と
よ
く
言
わ

れ
、
自
分
で
も
嫌
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
よ
う
な
す

ば
ら
し
い
賞
を
と
り
、
自
分
を
改
め
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。
勉
強
が
で
き
な
か
っ
た
自
分
が
い
た
か
ら
こ
そ
賞
を
と
れ

た
の
で
、
今
度
は
勉
強
が
で
き
る
自
分
に
な
り
、
賞
を
と
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

中
学
生
に
な
っ
た
今
、
小
学
生
時
代
の
自
分
を
振
り
返
っ
て
、

勉
強
し
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
る
と
と
も
に
、
「
今
か
ら
す
ぐ
に

勉
強
し
な
さ
い
。
先
生
の
言
う
こ
と
を
聞
き
な
さ
い
。
」
の
忠

言
。
自
ら
を
振
り
返
る
「
反
省
」
も
長
い
人
生
に
お
い
て
必
要
な

こ
と
で
す
。
「
今
か
ら
で
も
遅
い
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
髙
坂
節
三
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（大阪府・柏原市立柏原中学校 15 歳）

宇 都 宮  渓 吾 さ ん

審 査 員 賞
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こ
の
度
は
、
審
査
員
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

僕
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
所
属
し
、
一
年
生
の
頃
か
ら
何
度
も

試
合
に
出
ま
し
た
。
で
も
最
初
の
方
に
先
輩
と
試
合
し
て
も
な
か

な
か
勝
て
ず
に
負
け
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
と
き
の
思
い
を
こ
の

漢
字
で
表
し
ま
し
た
。
誰
も
が
負
け
る
こ
と
が
あ
り
、
悔
し
い
思

い
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
「
負
」
と
い
う
漢
字
は
マ

イ
ナ
ス
の
意
味
の
漢
字
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
よ
い
意
味
も
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
頑
張
っ
て
こ
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
先
い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
り
、
時
に
は
負
け
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

宇
都
宮
さ
ん
は
、
現
在
勝
ち
負
け
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
通
用

し
て
い
る
「
負
」
の
字
を
、
改
め
て
深
く
考
え
る
こ
と
で
肯
定
的

な
側
面
を
見
つ
け
ら
れ
た
の
で
す
ね
。
「
負
」
の
漢
字
の
成
り
立

ち
を
調
べ
る
と
、
人
が
貝
を
背
負
う
か
た
ち
を
象
っ
て
い
る
と
あ

り
ま
す
。
古
代
中
国
の
社
会
で
は
貝
は
貴
重
品
で
し
た
。
そ
う

し
た
貝
を
背
負
う
と
い
う
こ
と
は
、
荷
物
を
負
い
担
ぐ
だ
け
で

な
く
、
貴
重
品
を
運
ぶ
と
い
う
こ
と
か
ら
責
任
を
引
き
受
け
る
と

い
う
意
味
へ
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。
宇
都
宮
さ
ん
の
気
づ
か

れ
た
「
負
」
の
字
の
奥
に
あ
る
も
の
を
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
ふ
う

に
担
っ
て
い
く
の
か
を
見
定
め
、
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
一
歩
一
歩
、

ゆ
っ
く
り
と
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
華
雪
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（大阪府・府立港南造形高等学校 16 歳）

柴 田  真 伊 さ ん

審 査 員 賞
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こ
の
度
は
審
査
員
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
け
て
大
変
光

栄
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
【
朝
】
と
い
う
字
を
選
び
ま
し
た
。
機
械
の
目
覚
ま
し
の

音
で
は
な
く
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
朝
食
を
作
る
際
の
包
丁
の
リ
ズ

ム
で
目
が
覚
め
る
朝
は
私
に
は
と
て
も
心
地
良
い
も
の
で
し
た
。

　

一
人
暮
ら
し
の
祖
母
は
と
て
も
元
気
で
今
も
毎
朝
台
所
に
立
ち

続
け
て
い
ま
す
が
、
私
が
大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
会
え
る
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
な
の
で
、
次
に
帰
省
す
る
時
は
頑

張
っ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
よ
り
早
く
起
き
て
、
私
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
あ
の
朝
を
贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

私
に
は
あ
る
情
景
が
は
っ
き
り
と
浮
か
び
ま
す
。
白
い
か
っ
ぽ

う
着
姿
で
一
心
不
乱
に
包
丁
を
使
っ
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
。
す
ぐ

そ
ば
で
は
ご
飯
が
ま
も
な
く
炊
き
あ
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
み

そ
汁
の
に
お
い
も
し
て
き
ま
す
。
シ
ャ
ケ
の
焼
け
る
音
も
か
す
か

で
す
が
、
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
ま
た
私
の
母
の
姿
で
も
あ

り
ま
す
。
お
ば
あ
さ
ん
の
朝
ご
は
ん
に
は
、
ど
う
か
明
る
く
、
す

く
す
く
と
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
気
持
ち
は
お
孫
さ
ん
に
し
っ

か
り
と
伝
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
（
橋
本
五
郎
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（鹿児島県・鹿児島市立鴨池中学校 14 歳）

高 田  朱 夏 さ ん

審 査 員 賞
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こ
の
た
び
は
、
素
晴
ら
し
い
賞
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
さ
か
こ
ん
な
賞
を
頂
け
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
喜

び
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

私
が
漢
字
一
文
字
を
贈
る
相
手
を
考
え
て
い
る
と
き
、
自
然
と

頭
に
浮
か
ん
で
き
た
光
景
が
あ
り
ま
し
た
。
背
の
高
い
彼
女
に
合

わ
せ
、
い
つ
も
よ
り
傘
の
高
さ
を
あ
げ
る
私
。
傘
を
持
っ
て
く
れ

よ
う
と
す
る
彼
女
。
そ
ん
な
雨
の
日
の
光
景
で
す
。
傘
の
下
、
一

緒
に
話
せ
る
こ
と
は
幸
せ
だ
と
思
い
、
「
太
陽
」
の
よ
う
な
彼
女

に
、
あ
え
て
「
傘
」
と
い
う
字
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
賞
を
頂
け
た
こ
と
で
雨
の
日
が
一
段
と
好
き
に
な

れ
そ
う
で
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
傘
」
の
字
は
、
人
屋
根
、
人
頭
の
中
に
四
人
の
人
が
い
ま

す
。
昔
の
傘
は
た
く
さ
ん
の
人
を
守
っ
て
く
れ
た
の
で
は
と
思
い

た
く
な
る
漢
字
で
す
ね
。
「
傘
忘
れ
た
！
」
「
お
い
で
よ
！
」
友

達
と
相
合
い
傘
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
楽
し
か
っ
た
り
。
雨
が
降
る
か
ら

こ
そ
の
傘
。
雨
に
も
あ
り
が
と
う
で
す
ね
。
雨
降
っ
て
地
固
ま

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
人
生
の
中
で
傘
を
差
し
た
り
、
差
さ
れ
た

り
、
誰
か
が
困
っ
て
い
た
ら
「
ど
う
ぞ
！
」
と
傘
を
差
し
出
せ
る

人
々
が
い
っ
ぱ
い
の
星
に
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
雨
上
が
り
に

は
素
晴
ら
し
い
虹
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。
命
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（大阪府・大阪教育大学附属高等学校池田校舎 17 歳）

永 井  沙 彩 さ ん

審 査 員 賞
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こ
の
度
は
審
査
員
賞
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
言
葉

を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
思
い
を
届
け
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

今
年
私
は
受
験
生
に
な
り
ま
す
。
自
分
は
何
が
し
た
い
の
か
、

何
を
目
指
す
の
か
、
大
人
に
な
る
に
つ
れ
自
分
で
決
め
る
べ
き
こ

と
が
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
助
け
を
借
り
る
に
し
て
も
、
自

分
で
突
き
進
む
に
し
て
も
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
で
人
を

納
得
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
先
そ
の
勇

気
が
出
な
い
時
に
は
、
こ
の
「
届
」
と
い
う
漢
字
を
書
い
た
時
の

前
向
き
な
気
持
ち
を
思
い
出
し
て
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
自
分

の
思
い
に
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
、
堂
々
と
語
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
、
そ
し
て
将
来
は
「
言
葉
」
で
人
と
繋
が
る
仕
事

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
届
」
の
漢
字
を
字
典
で
調
べ
る
と
、
そ
の
成
り
立
ち
は
古

代
中
国
の
葬
礼
の
儀
式
に
遡
り
ま
す
。
日
本
語
と
し
て
の
漢
字

「
届
」
は
ひ
と
つ
の
点
か
ら
他
の
ひ
と
つ
の
点
に
至
る
、
到
着
す

る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
中
国
語
と
し

て
の
「
届
」
か
ら
は
人
が
祈
る
姿
が
、
日
本
語
と
し
て
の
「
届
」

か
ら
は
放
た
れ
た
矢
が
目
的
地
に
到
達
す
る
よ
う
な
印
象
が
、
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
伝
わ
り
ま
す
。
人
は
祈
る
と
き
、
自
分
の
思
い
に
自

信
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ま
っ
す
ぐ
に
祈
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
ま
た
矢
を
放
つ
時
、
目
的
地
を
は
っ
き
り
思
い
描

い
て
い
な
け
れ
ば
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
落
ち
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
永
井
さ
ん
が
、
今
回
た
ど
り
着
い
た
「
届
」
。
こ
こ
か

ら
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
人
に
そ
の
思
い
を
伝
え
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。
（
華
雪
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（福岡県・那珂川町立那珂川南中学校 15 歳）

山 川  く る り さ ん

審 査 員 賞
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こ
の
度
は
「
今
、
あ
な
た
に
贈
り
た
い
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

て
家
族
部
門
の
審
査
員
賞
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

偶
然
見
つ
け
て
何
気
な
く
書
い
た
も
の
で
し
た
が
、
賞
を
と
る

こ
と
で
母
に
も
見
て
も
ら
う
機
会
が
で
き
ま
し
た
。

　

親
子
の
形
が
型
に
は
ま
ら
ず
、
少
し
変
わ
っ
た
形
を
し
て
い
る
私

た
ち
で
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
お
互
い
の
信
頼
と
幸
せ
だ
と
い
う
考

え
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
も
母
娘
楽
し
く
生
き
て
い
き
ま
す
。

　

な
か
な
か
理
解
さ
れ
に
く
い
関
係
性
を
素
直
に
書
い
た
も
の
で

賞
を
い
た
だ
け
た
の
は
と
て
も
嬉
し
く
、
誇
ら
し
い
こ
と
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

つ
た
な
い
文
章
で
し
た
が
、
評
価
し
て
下
さ
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
母
子
」
と
い
う
よ
り
は
「
姉
妹
」
「
同
志
」
と
い
う
感
じ
で

す
ね
。
お
そ
ら
く
お
母
さ
ん
に
は
、
あ
な
た
を
保
護
す
る
対
象
と

し
て
で
は
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
接
す
る
こ
と
で
独
立
心
を

養
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
と
、
自
分
も
一
緒
に
成
長
し
て
い
こ

う
と
い
う
強
い
意
志
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
親
子

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
姿
が
あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
一
番
大
切
な
こ

と
は
、
母
の
思
い
が
無
理
な
く
子
に
伝
わ
り
、
子
は
母
の
気
持
ち

を
十
分
に
く
み
取
り
な
が
ら
、
自
ら
信
じ
る
道
を
歩
む
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
姿
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。
（
橋
本
五
郎
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（群馬県・県立中央中等教育学校 17 歳）

渡 邊  稜 也 さ ん

審 査 員 賞



37

　

私
は
高
校
３
年
間
、
野
球
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

顧
問
の
先
生
が
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
言
葉
が
「
凡
事
徹
底
」

で
す
。
今
回
は
こ
の
言
葉
の
一
文
字
を
選
び
ま
し
た
。
こ
の
言
葉

は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
や
チ
ー
ム
の
モ
ッ
ト
ー
と
な
る
こ
と
は

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
が
、
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
そ
の
言
葉
は
野

球
を
や
っ
て
い
た
自
分
に
強
く
響
き
ま
し
た
。
野
球
が
終
わ
っ
て

か
ら
は
受
験
勉
強
に
入
り
ま
し
た
が
、
そ
の
期
間
中
も
そ
の
言
葉

の
精
神
を
常
に
持
ち
続
け
、
一
つ
一
つ
の
問
題
を
丁
寧
に
解
き
自

分
の
も
の
に
し
て
い
く
努
力
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
何
事

に
も
「
凡
事
徹
底
」
の
精
神
で
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
よ
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　

「
凡
」
の
漢
字
の
成
り
立
ち
は
、
平
た
く
て
大
き
な
器
で
あ
る

〝
盤
〟 

の
か
た
ち
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
字
典
に
は
あ
り
ま

す
。
い
ま
で
こ
そ
、
「
並
の
」
と
い
う
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
る

字
で
す
が
、
古
代
中
国
で
は
「
す
べ
て
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
渡
邊
さ
ん
が
8
年
間
、
野
球
を
続
け
る
中
で
大

切
に
さ
れ
て
い
た
『
凡
事
徹
底
』
と
い
う
こ
と
ば
の
「
凡
」
も
ま

た
、
こ
う
し
た
字
の
成
り
立
ち
を
知
る
と
、
「
誰
で
も
で
き
る
こ

と
」
と
い
う
意
味
合
い
ば
か
り
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
受
験
勉
強
の
時
期
に
入
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
「
凡
」

の
字
と
と
も
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
渡
邊
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ

か
ら
ま
た
こ
の
字
の
意
味
合
い
を
深
く
知
り
、
ま
す
ま
す
豊
か
な

時
間
を
過
ご
し
て
い
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
華
雪
） 審

査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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中
学
３
年
生
の
私
に
「
麦
」
と
い
う
漢
字
を
贈
り
ま
す
。

私
は
麦
の
よ
う
に
、
何
度
踏
ま
れ
て
も
、
く
じ
け
ず
に
前

を
向
け
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
３
年
生
で
は
、
受
験
が

あ
り
ま
す
。
勉
強
ば
か
り
で
い
や
に
な
っ
た
り
、
不
安
で

く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
け

ど
、
麦
の
よ
う
に
前
を
向
い
て
強
い
意
志
を
も
っ
て
、
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
踏
ま
れ
て
も
踏
ま
れ

て
も
へ
こ
た
れ
な
い
「
心
」
を
作
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
の

私
か
ら
頑
張
り
ま
す
。

（
愛
知
県
・
小
牧
市
立
北
里
中
学
校  
12
歳
）

青
山 
瑠
菜
さ
ん

中学３年生の私
【贈りたい相手】

中学１年生の私
【贈り主】

い
つ
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
自
然
と
慣
れ
て
し
ま
っ
た
こ

の
習
慣
。
週
１
で
必
ず
口
に
す
る
、「
気
晴
ら
し
に
出
か
け

な
い
か
」
と
い
う
父
の
一
言
。
そ
こ
か
ら
、
な
ん
だ
か
さ

り
げ
な
く
〝
人
生
相
談
車
〟
が
動
き
出
す
。
た
だ
車
で
出

か
け
る
だ
け
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
私
に
と
っ
て

そ
の
空
間
が
い
ち
ば
ん
素
直
な
気
持
ち
を
ぶ
つ
け
合
っ
て

い
る
気
が
す
る
の
だ
。
理
由
は
特
に
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
車
で
な
け
れ
ば
、
今
日
の
出
来
事
、
将
来
の
こ
と
は
話

せ
な
い
だ
ろ
う
。お
父
さ
ん
、乗
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

（
東
京
都
・
女
子
美
術
大
学
付
属
中
学
校  

15
歳
）

石
川 

夏
子
さ
ん

お父さん
【贈りたい相手】

夏子
【贈り主】

お
母
さ
ん
の
怒
る
声
は
よ
く
響
き
ま
す
。
お
母
さ
ん
の

笑
っ
た
声
や
は
げ
ま
し
の
言
葉
は
私
の
心
に
よ
く
響
き
ま

す
。
お
母
さ
ん
の
よ
く
響
く
私
へ
の
言
葉
に
感
謝
し
て
ま

す
。
だ
か
ら
お
母
さ
ん
に
こ
の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。

（
静
岡
県
・
静
岡
市
立
清
水
第
八
中
学
校 

12
歳
）

漆
畑 

渚
都
美
さ
ん お母さん

【贈りたい相手】

私
【贈り主】

佳 作
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貴
方
達
は
、
私
に
「
食
べ
た
後
は
片
付
け
ろ
」
と
か
「
掃

除
し
ろ
」
と
か
「
料
理
し
て
」
と
言
い
ま
す
が
。（
え
ら
そ

う
に
）
貴
方
達
も
ま
っ
っ
た
く
出
来
て
な
い
で
す
よ
。
人

の
振
り
見
て
我
が
振
り
直
せ
。

（
大
阪
府
・
府
立
港
南
造
形
高
等
学
校 
18
歳
）

木
下 

惟
理
さ
ん

お父さんとお兄ちゃん
【贈りたい相手】

家唯一の女
【贈り主】

「
準
備
も
ま
と
も
に
で
き
ん
奴
は
帰
っ
て
え
え
」「
そ
れ

で
全
力
か
」「
も
っ
と
ま
わ
り
を
見
ろ
」
厳
し
い
こ
と
を
言

う
中
学
の
と
き
の
部
活
の
顧
問
の
先
生
と
、
そ
れ
に
い
ら

立
つ
私
。
先
生
が
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。

高
校
に
な
っ
た
今
、
私
は
部
長
だ
。「
部
活
を
つ
く
る
の
は

こ
ん
な
に
難
し
い
の
か
」
や
っ
と
意
味
が
分
か
っ
た
。
な

ぜ
先
生
が
あ
ん
な
に
厳
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
た
か
。
自

分
た
ち
が
最
高
の
環
境
で
部
活
が
で
き
、
部
員
を
知
り
、

チ
ー
ム
力
を
高
め
る
た
め
だ
っ
た
の
だ
。
厳
し
さ
の
裏
に

隠
さ
れ
て
い
た
私
た
ち
へ
の
愛
に
気
づ
い
た
。

（
大
阪
府
・
大
阪
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校 

池
田
校
舎 

17
歳
）

小
池 

由
記
さ
ん

先生
【贈りたい相手】

小池由記
【贈り主】

私
の
父
は
土
木
系
の
企
業
に
勤
め
て
い
る
。
普
段
は
主

に
国
道
や
県
道
等
の
図
面
を
描
い
て
い
る
ら
し
い
。
父
は

毎
日
、
誰
か
の
た
め
に
「
道
」
を
描
き
続
け
て
い
る
の
だ
。

ま
た
職
業
柄
か
、
父
は
曲
が
っ
た
こ
と
が
嫌
い
だ
。
私
に

誠
実
さ
や
正
義
等
人
の
「
道
」
を
教
え
て
く
れ
た
の
も
父

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
法
律
を
学
び
た
い
と
い
う
私
の

将
来
目
指
す
「
道
」
を
示
し
て
く
れ
た
。
父
は
今
日
も
ど

こ
か
で
「
道
」
を
描
く
。
誰
か
を
導
く
た
め
に
。

（
山
梨
県
・
富
士
学
苑
高
等
学
校  

17
歳
）

佐
藤 

優
樹
さ
ん

父
【贈りたい相手】

佐藤優樹
【贈り主】
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部
活
で
負
け
て
い
る
と
き
で
し
た
。
私
が
と
て
も
尊
敬

し
て
い
る
先
輩
が
勝
負
に
向
か
う
と
き
で
し
た
。
会
場
に

い
る
全
て
の
人
が
緊
張
し
て
い
る
時
で
し
た
。
で
も
先
輩

は
笑
っ
て
「
私
が
勝
負
を
き
め
て
勝
っ
て
く
る
」
と
い
う

顔
で
私
に
大
き
な
背
中
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
そ

の
背
中
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
静
岡
県
・
三
島
市
立
錦
田
中
学
校 
14
歳
）

佐
野 
美
音
さ
ん

先輩
【贈りたい相手】

美音
【贈り主】

忙
し
そ
う
な
音
ば
か
り
毎
日
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
毎

日
忙
し
そ
う
に
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
足
音
、
ご
飯
を
作
る

音
、
洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
音
、
ふ
と
ん
を
た
た
く
音
、

掃
除
機
の
音
…
。
大
変
そ
う
な
音
し
か
聞
こ
え
な
い
。
た

ま
に
は
私
に
家
事
を
任
せ
て
休
ん
で
ね
。
た
ま
に
は
休
ん

で
い
る
音
も
聞
い
て
み
た
い
。
お
母
さ
ん
が
休
ん
で
い
る

音
っ
て
ど
ん
な
音
？

（
鹿
児
島
県
・
学
校
法
人
日
章
学
園
　
鹿
児
島
育
英
館
中
学
校 

13
歳
）

白
柿 

咲
羽
さ
ん

お母さん
【贈りたい相手】

私
【贈り主】

最
後
に
会
っ
た
と
き
「
忘
れ
な
い
で
い
よ
う
ね
」
と
お

互
い
の
名
前
が
か
か
れ
た
鈴
を
交
換
し
た
…
そ
れ
か
ら
９

年
経
っ
た
今
で
も
鈴
の
音
が
す
る
と
、「
君
だ
」
と
思
っ
て

し
ま
う
。
そ
れ
と
同
時
に
今
君
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

る
の
か
、
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
考
え
て
し
ま
う
。
君
に
ま

た
会
う
日
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

（
京
都
府
・
京
都
市
立
蜂
ケ
岡
中
学
校 

14
歳
）

田
岡 

大
和
さ
ん

保育園のときの友達
【贈りたい相手】

僕
【贈り主】

佳 作
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人
に
迷
惑
を
か
け
る
の
が
と
て
も
嫌
い
な
あ
な
た
。
惑

う
こ
と
を
お
び
え
て
る
あ
な
た
。
あ
な
た
が
思
っ
て
い
る

よ
り
も
周
り
は
優
し
い
人
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
ま

ま
ぐ
る
ぐ
る
ふ
ら
ふ
ら
し
て
み
て
下
さ
い
。
あ
な
た
が
そ

う
や
っ
て
よ
く
惑
っ
て
く
れ
た
か
ら
、
私
は
今
の
友
人
に

出
会
え
ま
し
た
。

（
大
阪
府
・
府
立
港
南
造
形
高
等
学
校 
16
歳
）

戸
田 

涼
子
さ
ん

今の自分
【贈りたい相手】

昔の自分
【贈り主】

勉
強
や
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
や
っ
て
も
全
て
中
途
半
端
な

自
分
が
と
て
も
悔
し
か
っ
た
。
そ
ん
な
自
分
に
自
信
を
つ

け
て
く
れ
た
人
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ぼ
く
が
小
学
６

年
生
の
時
の
担
任
の
先
生
だ
っ
た
。
そ
の
先
生
は
自
分
が

発
表
で
間
違
っ
た
時
「
教
室
は
間
違
う
所
だ
よ
」
と
声
を

か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
失
敗
し
て
も
い
い
と
思
え
る
よ
う

に
な
っ
た
今
と
て
も
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

（
東
京
都
・
武
蔵
野
中
学
校 

13
歳
）

長
谷
川 

充
生
さ
ん 先生

【贈りたい相手】

自分
【贈り主】

い
つ
も
好
き
な
こ
と
を
や
ら
せ
て
く
れ
る
母
が
初
め
て

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。「
今
の
仕
事
と
は
別

に
資
格
を
と
っ
て
図
書
館
で
働
き
た
い
。」
そ
の
言
葉
に
嬉

し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
夢
に
向
か
っ
て
走
る
母
。

そ
れ
が
と
て
も
好
き
で
す
。
頑
張
れ
母
さ
ん
。

（
北
海
道
・
駒
澤
大
学
附
属
苫
小
牧
高
等
学
校 

16
歳
）

幡
上 

陸
さ
ん

母さん
【贈りたい相手】

息子
【贈り主】
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い
ま
、
部
活
で
何
度
も
衝
突
を
く
り
返
し
て
い
ま
す
。

で
も
凸
凹
を
つ
な
げ
る
と
き
れ
い
な
四
角
形
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
凸
凸
で
は
四
角
に
な
り
ま
せ
ん
。
な
の
で

２
年
生
が
柔
軟
に
対
応
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

（
福
岡
県
・
宇
美
町
立
宇
美
南
中
学
校 
13
歳
）

林
田 
真
也
さ
ん

上田
【贈りたい相手】

林田
【贈り主】

い
つ
も
他
の
人
の
意
見
に
流
さ
れ
て
、
目
立
た
な
い
よ

う
に
し
よ
う
と
す
る
自
分
。
他
人
の
目
を
気
に
し
て
社
会

的
な
「
ツ
ナ
ガ
リ
」
を
良
く
し
よ
う
と
す
る
の
は
人
間
ら

し
い
け
ど
、
君
は
そ
こ
に
存
在
し
て
い
て
、
君
の
想
い
も

そ
こ
に
在
る
か
ら
、
も
っ
と
堂
々
と
し
て
い
よ
う
よ
。

（
大
阪
府
・
柏
原
市
立
柏
原
中
学
校 

14
歳 

）

東
口 

修
樹
さ
ん

自分自身に自信がない自分
【贈りたい相手】

前向きな自分
【贈り主】

今
の
私
、
迷
っ
て
く
だ
さ
い
。
精
一
杯
悩
ん
で
頭
を
か

か
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
自
分

に
向
い
て
い
る
場
所
を
、
生
き
た
い
道
を
。
難
し
い
の
だ

と
思
い
ま
す
。
身
近
な
こ
と
で
い
え
ば
大
学
を
決
め
る
こ

と
で
す
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、
得
意
な
こ
と
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
何
か
浮
か
び
ま
し
た
か
。
ひ
ら
め
く
こ

と
は
あ
り
ま
し
た
か
。
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
人
は

一
つ
や
二
つ
は
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
そ
う
で
す
。
だ
か
ら

悩
ん
で
腐
る
の
で
は
な
く
、
貪
欲
に
探
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
充
実
し
た
日
々
が
送
れ
ま
す
よ
う
に
。

（
大
阪
府
・
大
阪
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
池
田
校
舎 

17
歳
）

日
野 

詩
音
さ
ん

自分
【贈りたい相手】

自分
【贈り主】

佳 作
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僕
は
よ
く
物
を
な
く
し
ま
す
。
で
も
、
無
く
な
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
探
せ
ば
ど
こ
か
に
き
っ
と
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
、
無
く
し
も
の
も
、
今
ま
だ
決
ま
ら
な
い

将
来
の
夢
も
、
探
し
て
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
静
岡
県
・
静
岡
市
立
清
水
興
津
中
学
校 
12
歳
）

平
澤 

泰
造
さ
ん

未来の自分
【贈りたい相手】

今の自分
【贈り主】

私
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
が
好
き
で
、
ス
ー
パ
ー
戦
隊
が
好

き
で
、
プ
リ
キ
ュ
ア
が
好
き
で
、
他
の
高
校
生
か
ら
見
た

ら
子
供
っ
ぽ
い
よ
う
な
も
の
が
好
き
で
す
。
で
も
、
他
の

人
に
ど
う
い
わ
れ
て
も
、
嫌
い
に
な
ら
な
い
で
ほ
し
い
で

す
。
今
好
き
な
も
の
が
未
来
で
は
嫌
い
に
な
っ
て
い
る
の

は
と
て
も
悲
し
い
で
す
。
だ
か
ら
い
つ
に
な
っ
て
も
、
好

き
な
物
は
好
き
で
い
て
く
だ
さ
い
。

（
東
京
都
・
武
蔵
野
高
等
学
校 

16
歳
）

福
田 

健
さ
ん

私
【贈りたい相手】

私
【贈り主】

私
に
は
好
き
な
人
が
い
ま
す
が
、
告
白
を
し
て
い
ま
せ

ん
。
近
年
、
メ
ー
ル
で
告
白
す
る
の
が
主
流
の
世
の
中
で
、

自
分
の
想
い
は
、
相
手
の
目
を
見
て
〝
直
接
〟
伝
え
る
の

が
一
番
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
直
接
と
い
う
意
味
の
他

に
も
、
自
分
の
気
持
ち
に
〝
正
直
〟
に
、
あ
な
た
に
〝
一

直
線
〟
と
い
う
の
も
込
め
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト

を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
漢
字
の
意
味
の
通
り
に
、
自
分
の

想
い
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
神
奈
川
県
・
県
立
横
浜
清
陵
高
等
学
校 

18
歳
）

山
口 

華
澄
さ
ん

私の好きなあの人
【贈りたい相手】

山口華澄
【贈り主】
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大
学
生
・
一
般
の
受
賞
者
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（福岡県・会社員）

岩 﨑  達 也 さ ん

絆 大 賞
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こ
の
度
は
、
第
５
回
「
今
、
あ
な
た
に
贈
り
た
い
漢
字
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
絆
大
賞
（
夫
婦
・
恋
人
部
門
）
に
選
出
頂
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
「
途（
み
ち
）」
と
い
う
作
品
に
込
め
た
想
い
が
、
思
い
も

よ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
戴
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
変
驚
き

ま
し
た
。
と
同
時
に
、
何
か
私
た
ち
夫
婦
の
こ
と
を
励
ま
し
て
頂

い
て
い
る
よ
う
で
、
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

　

時
の
流
れ
の
中
で
、
自
分
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
方
々
や

出
来
事
。
そ
し
て
、
妻
と
の
出
逢
い
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
作
品
は

生
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
先
も
、
様
々
な
事
柄
に
出
く
わ
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん

な
時
に
は
、
こ
の
「
途（
み
ち
）」
と
い
う
漢
字
の
持
つ
意
味
に
立

ち
戻
り
、
力
を
も
ら
っ
て
、
妻
と
共
に
、
一
歩
ず
つ
歩
み
を
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　
一
人
と
一
人
が
運
命
に
よ
っ
て
出
逢
っ
た
「
途
」。
さ
ま
ざ
ま
な
人

生
の
苦
労
を
味
わ
っ
た
の
ち
の
お
二
人
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
漢
字
一

文
字
の
重
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。そ
し
て
、み
ち
、

と
声
に
出
し
て
み
ま
す
と
「
未
知
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
人
生
の
折
り
返
し
地

点
か
ら
の“

こ
れ
か
ら”

を
大
切
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
思
い
と

絶
妙
に
重
な
り
ま
す
。
手
を
携
え
、ひ
た
す
ら
に
歩
む
途
の
先
は
き
っ

と
き
ら
き
ら
と
輝
き
に
満
ち
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
や
す
み
り
え
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（鹿児島県・公務員）

榎 田  育 代 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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今
回
の
受
賞
を
機
に
再
び
父
を
想
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
父
も
「
の
さ
っ
た
が
。」
と
喜
ん
で
く
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

父
の
名
は
「
師
郎
」。
私
に
様
々
な
事
を
教
え
て
く
れ
た
師
で
あ

る
。
大
工
と
し
て
仕
事
に
専
念
し
、
12
年
前
に
他
界
し
た
。
父
の

口
癖
は
「
よ
か
た
っ
が
。」
昔
は
「
何
が
よ
か
た
っ
が
よ
。」
と
反

抗
し
て
い
た
私
も
、
今
で
は
癖
に
な
り
、
悩
む
子
ど
も
た
ち
を
前

に
「
よ
か
た
っ
が
。」
を
伝
え
て
い
る
。「
大
丈
夫
だ
よ
。
安
心
し
て

い
い
よ
。
私
が
味
方
だ
よ
。」
そ
ん
な
こ
と
を
意
と
し
て
い
る
こ
の

言
葉
に
、
私
自
身
も
何
度
も
救
わ
れ
て
き
た
。
父
の
残
し
て
く
れ

た
瓦
は
今
も
「
よ
か
た
っ
が
。」
と
私
を
守
っ
て
い
る
。
欲
の
な
い

父
の
背
中
の
よ
う
に
温
か
い
。

「
ま
こ
て
、
て
ね
ん
し
っ
も
ろ
た
。
感
謝
。」   

受
賞
コ
メ
ン
ト

　
大
工
だ
っ
た
お
父
さ
ん
、
私
を
背
負
っ
て
瓦
葺
を
さ
れ
た
お
父
さ

ん
、
上
棟
の
日
付
も
そ
っ
と
瓦
の
下
に
書
き
込
ま
れ
た
お
父
さ
ん
の

男
の
美
学
を
知
っ
た
育
代
さ
ん
の
驚
き
と
う
れ
し
さ
は
、
ど
れ
ほ
ど

の
も
の
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。親
子
の
絆
を
噛
み
し
め「
と
う
ち
ゃ
ん
。

私
も
子
ど
も
た
ち
の
瓦
に
な
ろ
う
。」
と
、
親
子
の
繋
が
り
を
次
の
世

代
に
受
け
継
ぐ
気
持
ち
が
素
直
に
書
か
れ
て
い
て
心
を
打
た
れ
ま
し

た
。（
髙
坂
節
三
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（大阪府）

山 田  幸 夫 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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綾
（
あ
や
）
と
、
名
を
呼
ん
だ
の
は
、
結
婚
し
て
子
ど
も
が
誕

生
す
る
ま
で
の
二
年
間
ほ
ど
で
し
た
。
そ
の
後
は
「
お
母
さ
ん
」

と
呼
び
続
け
て
ほ
ぼ
三
十
五
年
。
も
う
「
お
母
さ
ん
」
か
ら
卒
業

し
て
、
当
時
の
よ
う
に
「
綾
」
と
呼
ん
で
み
た
い
と
思
い
な
が

ら
、
し
か
し
、
呼
ん
だ
と
た
ん
に
、
妻
か
ら
、「
何
？ 

そ
れ
」
な

ん
て
言
わ
れ
そ
う
で
、
歳
月
だ
け
が
過
ぎ
て
今
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

口
に
出
せ
な
い
の
で
、
文
字
「
綾
」
に
託
し
応
募
し
ま
し
た
。

受
賞
の
知
ら
せ
が
届
い
た
時
、
妻
か
ら
、「
何
？ 

そ
の
封
筒
。
見
せ

て
よ
」
と
迫
ら
れ
た
の
で
す
が
、「
何
も
な
い
よ
」
と
照
れ
笑
い
で

誤
魔
化
し
て
し
ま
う
自
分
が
い
ま
す
。

　

今
後
、
名
を
呼
べ
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
ま
だ
自
信
は
な
い
け

れ
ど
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
頂
い
た
審
査
員
の
方
々
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 受

賞
コ
メ
ン
ト

　「
初
め
て
の
出
会
い
」。「
恋
人
」か
ら「
夫
婦
」。
そ
し
て「
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
」。
子
ど
も
が
独
立
し
て
「
二
人
の
生
活
」
に
戻
っ
た
今
、

お
互
い
の
呼
び
名
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
、
新
婚
時

代
の
呼
び
名
に
戻
し
た
い
。
す
こ
し
照
れ
る
と
い
う
言
葉
に
、
改
め

て
二
人
の
素
晴
ら
し
い
人
生
の
歩
み
が
想
像
で
き
微
笑
ま
し
く
感
じ

ま
し
た
。（
髙
坂
節
三
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（大阪府・主婦）

打 浪  道 代 さ ん

審 査 員 賞
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思
い
が
け
な
い
賞
を
い
た
だ
き
大
変
驚
き
ま
し
た
。
日
常
の
何

気
な
い
夫
と
の
や
り
と
り
か
ら
、
髪
の
毛
が
少
な
く
な
る
に
つ
れ

夫
が
ど
こ
か
元
気
を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
間

も
な
く
金
婚
式
を
迎
え
る
私
た
ち
夫
婦
は
も
う
立
派
な
「
老
人
」

で
す
が
、
夫
は
頭
頂
部
が
薄
く
な
る
の
を
特
に
気
に
し
て
い
る
よ

う
で
、
河
童
み
た
い
に
な
る
の
は
い
や
だ
な
と
常
々
口
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
、
夫
の
髪
の
毛
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
長

年
連
れ
添
っ
た
生
涯
大
切
な
人
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
目
に
し
、
万
一
入
選
し

た
ら
元
気
を
と
り
戻
し
て
く
れ
る
か
も
、
と
半
ば
遊
び
心
で
応
募

し
ま
し
た
。
入
選
の
知
ら
せ
を
夫
も
大
変
喜
ん
で
く
れ
、
「
い
っ

そ
、
丸
坊
主
に
す
る
か
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
な
り
ま
す

や
ら
・
・
・
・
・
・
。

　

と
も
か
く
、
私
た
ち
夫
婦
に
、
楽
し
い
時
間
を
お
与
え
い
た
だ

き
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
応
募
作
品
の
中
で
も
、
お
や
っ
と
目
を
引
い

た
こ
ち
ら
。
妻
か
ら
の
、な
ん
と
も
ユ
ニ
ー
ク
な
ラ
ブ
レ
タ
ー
と
な
っ

て
い
ま
す
。
と
も
に
歳
を
重
ね
、
か
け
が
え
の
な
い
相
手
の
す
べ
て

を
愛
お
し
く
思
え
る
な
ん
て
本
当
に
幸
せ
で
す
よ
ね
。
そ
う
、
こ
の

「
水
」
は
愛
な
ん
で
す
。
で
も
「
愛
」
と
は
せ
ず
に
「
水
」
に
し
た
豊

か
な
表
現
力
は
お
見
事
。
そ
の
セ
ン
ス
の
良
さ
で
、
四
十
八
年
間
の

結
婚
生
活
も
彩
り
あ
る
も
の
に
な
さ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
お

察
し
し
ま
す
。「
水
」
と
い
う
漢
字
は“

流
れ
て
い
る
水”

の
象
形
な

の
だ
そ
う
で
す
ね
。
ま
さ
し
く
、
妻
か
ら
夫
へ
の
愛
が
絶
え
間
な
く

注
が
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。（
や
す
み
り
え
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト



　54

（大阪府・教員）

大 角  輝 代 さ ん

審 査 員 賞
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こ
の
度
は
す
ば
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
今
は
手
紙
で
は
な
く
、
メ
ー
ル
を
使
う
事
が
多
く
、
非
難
さ

れ
が
ち
で
す
。
も
ち
ろ
ん
手
書
き
の
温
か
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
場
で
瞬
時
に
や
り
と
り
が
で
き
る
こ
と
に
助
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

病
院
へ
行
く
そ
の
日
は
さ
す
が
に
不
安
で
、
結
果
を
受
け
て
の

帰
り
道
に
、
家
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
メ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
い

つ
も
何
気
な
く
返
っ
て
く
る
、
短
い
「
了
解
」
の
文
字
が
、
言
葉

を
尽
く
す
こ
と
よ
り
も
普
段
通
り
の
愛
情
で
応
え
て
く
れ
た
や
さ

し
さ
に
、
安
心
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
受
賞
を
機
に
一
層
互
い
を
理
解
し
あ
え
る
関
係
を
築
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　
ち
ょ
っ
ぴ
り
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
「
了
解
」
の
一
言
。
文
字
だ
け
を

目
に
す
る
と
確
か
に
そ
ん
な
ふ
う
に
感
じ
ま
す
。
で
も
そ
の
向
こ
う

に
い
る
夫
の
表
情
や
声
を
想
像
し
て
受
け
止
め
る
と
、
に
わ
か
に
素

敵
な
言
葉
に
変
わ
る
の
で
す
ね
。
こ
の
部
門
に
ぴ
っ
た
り
の
、
夫
婦

の
繋
が
り
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
メ
ー
ル
で
の
や
り
と
り

は
、
時
に
誤
解
も
生
じ
易
い
も
の
。
相
手
の
思
い
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
心
の
余
裕
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
安
な
気
持
ち
や
日
々

の
疲
れ
を
癒
や
し
て
く
れ
る
い
つ
も
の
言
葉
・・・
。
こ
の
作
品
に
は
、

夫
婦
の
あ
た
た
か
な
愛
が
溢
れ
て
い
ま
す
。（
や
す
み
り
え
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（茨城県）

久 保 田  洋 二 さ ん

審 査 員 賞
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『
丸
』
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
生
か
ら
の
、
た
っ
た
一
つ
の
文
字
『
な
』
へ
の
三
重
丸
が
、

出
来
の
悪
か
っ
た
小
学
一
年
生
の
私
に
元
気
を
与
え
、

や
る
気
を
起
こ
さ
せ
て
、
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、

世
の
中
の
先
生
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

先
生
だ
け
で
な
く
、
世
の
中
の
多
く
の
人
の

目
に
触
れ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

人
と
接
す
る
と
き
は
、
で
き
る
限
り
、
相
手
の
い
い
面
を

見
つ
け
る
こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
根
底
に
は
、
小
学
一
年
生
で
の
『
丸
』
が

頭
の
ど
こ
か
で
、
常
に
う
ご
め
い
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

人
と
人
が
顔
を
合
わ
せ
て
暮
ら
す
社
会
で
は

い
ろ
ん
な
場
面
で
『
丸
』
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

『
丸
』
を
付
け
た
り
、
付
け
ら
れ
た
り
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い
き
た
い
。 

受
賞
コ
メ
ン
ト

　
六
十
年
前
の
出
来
事
を
つ
い
最
近
の
事
の
よ
う
に
想
い
出
さ
れ
、

こ
の
文
面
か
ら
小
さ
な
一
年
生
が
三
重
丸
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
こ
と

で
俄
然
や
る
気
を
出
し
て
勉
強
し
て
い
る
姿
が
目
に
う
つ
り
ま
す
。

小
さ
な
子
供
を
や
る
気
、
元
気
に
さ
せ
た
の
は
、
先
生
の
人
間
味
あ

る
本
物
の
優
し
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
誉
め
る
と
こ
ろ
を
探
し
、

こ
の
方
の
人
生
の
励
み
に
な
り
、
人
の
い
い
面
を
探
し
出
す
大
人
に

成
長
さ
せ
た
の
は
、人
と
人
と
の
縁
で
す
ね
。「
丸
」
は
「
円
」、円
満
、

満
月
、
望
月
の
こ
と
で
す
。
誉
め
る
の
「
ほ
」
は
穂（
秀
）、
傑
出
し

て
秀
れ
て
い
る
と
認
め
る
意
味
。
こ
の
話
を
知
っ
て
、
人
生
丸
も
う

け
で
す
。
命
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（京都府・会社員）

小 林  憲 彦 さ ん

審 査 員 賞
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妻
と
の
思
い
出
を
応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
大

変
す
ば
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

授
賞
式
に
は
所
用
に
よ
り
参
加
で
き
な
い
こ
と
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

受
賞
の
通
知
が
届
い
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
伝
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

受
賞
の
通
知
が
届
い
た
と
き
に
、
早
速
、
妻
に
報
告
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
受
賞
報
告
に
対
し
ま
し
て
は
大
変
喜
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
た
だ
、
応
募
内
容
を
伝
え
た
後
に
は
嫌
な
顔
と
い
う
、
半
分

半
分
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
も
ら
え
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
に
よ
り
、
応
募
内
容
の
続
き
に
受
賞
と
い
う
事
実
が

加
わ
り
、
今
後
も
仲
良
く
や
っ
て
い
く
た
め
の
大
切
な
思
い
出

が
、
ま
た
一
つ
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　
手
作
り
弁
当
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、「
騙
」
が
う
ま
く
合
わ
さ
っ
た
作

品
で
し
た
。
結
婚
し
て
二
十
年
経
っ
た
今
、美
味
し
い
お
料
理
を
作
っ

て
く
れ
る
妻
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
私
は

そ
れ
に
加
え
て
、
お
弁
当
を
代
わ
り
に
作
っ
て
く
れ
た
お
母
様
に
も

興
味
が
わ
き
ま
し
た
。
と
て
も
優
し
く
て
愛
情
深
い
人
な
の
で
し
ょ

う
。
だ
っ
て
、
娘
が
恋
人
へ
渡
す
た
め
の
お
弁
当
作
り
。
知
ら
ん
顔

し
て
お
い
た
っ
て
い
い
の
に
、お
ぼ
つ
か
な
い
姿
を
見
兼
ね
て
手
伝
っ

て
く
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
・
・
・
。
と
に
も
か
く
に
も
、
こ
ん
な
愛

の
あ
る
「
騙
」
な
ら
微
笑
ま
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。（
や
す
み
り
え
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（山口県・学校司書）

椿  幸 枝 さ ん

審 査 員 賞
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私
は
奇
し
く
も
、
祖
母
が
亡
く
な
っ
た
同
日
、
こ
の
世
に
生
を

受
け
ま
し
た
。

　

母
は
、
母
親
を
失
っ
た
哀
し
み
を
背
負
い
な
が
ら
、
新
し
い
命

を
授
か
っ
た
喜
び
を
胸
に
抱
き
、
慈
し
み
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。

　

母
親
の
深
い
愛
情
に
か
な
う
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
感
謝
の

思
い
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
照
れ
て
茶
化
し
、
贈
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
は
学
校
図
書
館
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
活
字
離
れ
が

進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
る
昨
今
で
す
。
未
来
あ
る
子
ど
も
達
に
、

漢
字
の
奥
深
さ
や
こ
と
ば
の
持
つ
力
に
つ
い
て
伝
え
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、
受
け
継
が
れ
た
命
を
「
モ
ー
」
レ
ツ
に
燃
や
し
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
大
変
光
栄
で
す
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　
二
人
の
娘
の
父
親
と
し
て
い
つ
も
反
省
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
父
親
は
外
で
働
い
て
い
る
と
い
う
一
人
一
役
で
す
が
、
母
親
は

一
人
で
何
役
も
こ
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
の
こ
と
を「
牛
」

に
例
え
て
見
事
に
表
現
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
子
ど
も

の
成
長
を
願
い
、
髪
を
振
り
乱
し
て
毎
日
奮
闘
し
て
い
る
母
の
姿
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
実
の
母
親
が
い
た
い
け
な
わ
が
子
を
虐

待
す
る
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
の
は
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
込
ま

ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
す
。（
橋
本
五
郎
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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（長崎県・長崎外国語大学）

羅  皓 潔 さ ん

審 査 員 賞
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こ
の
た
び
は
、
第
五
回
審
査
員
賞
に
選
出
し
て
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

や
親
友
の
お
蔭
で
、
初
め
て
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
い

て
、
と
て
も
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
留
学
生
活
の
中
で
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
漢
字
は
日
本
語
で
も
中
国
語
で
も
重
要
な
存
在

で
す
。
一
文
字
で
も
大
切
な
人
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
受
賞
を
き
っ
か
け
に
親

友
と
の
絆
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
経
験
を

活
か
し
て
日
本
語
を
も
っ
と
頑
張
っ
て
勉
強
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　
今
ま
で
単
純
に「
め
ず
ら
し
い
」と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
改
め
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
意
味
が
あ
り
ま
し

た
。「
貴
重
」「
類
が
な
い
」「
す
ぐ
れ
て
い
る
物
」
ゆ
え
に
「
た
っ
と

ぶ
」「
重
ん
ず
る
」「
愛
す
る
物
」「
美
し
い
」。「
珍
」
と
は
、
容
易
く

手
に
入
ら
な
い
玉
の
こ
と
な
ん
で
す
。
密
度
が
高
く
満
ち
た
り
て
い

る
玉
の
こ
と
。
珍
品
、
珍
重
、
珍
事
、
珍
客
、
珍
妙
、
珍
獣
、
珍
味
、

す
べ
て
愛
す
べ
き
コ
ト
や
モ
ノ
な
ん
で
す
ね
。
文
章
の
最
後
に
「
愛

し
て
る
」。
ズ
ド
ー
ン
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
美
し
い
！！
こ
の
漢
字
は

私
に
と
っ
て
「
珍
発
見
」
で
し
た
。
命
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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大
人
に
な
っ
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
仕
事
し
て
、

土
日
は
疲
れ
て
寝
て
る
だ
け
。
た
ま
に
友
達
と
ラ
ン
チ
、

飲
み
会
、
そ
し
て
テ
レ
ビ
や
映
画
を
見
る
。
で
も
何
か
が

違
う
、
物
足
り
な
く
て
体
が
疼
く
。
…
遊
び
た
い
。
自
分

の
好
奇
心
に
忠
実
に
遊
び
た
い
。
あ
の
小
道
に
入
っ
て
冒

険
が
し
た
い
。
変
な
虫
を
捕
ま
え
た
い
し
、
鬼
ご
っ
こ
が

し
た
い
。
早
く
退
社
で
き
た
と
き
に
見
る
夕
焼
け
と
、
耳

に
入
る
子
供
の
楽
し
気
な
声
を
聴
い
て
胸
が
き
ゅ
っ
と
な

る
。
た
だ
そ
れ
だ
け
な
の
で
す
。

（
埼
玉
県
・
会
社
員
）

浅
野 
萌
さ
ん

自分
【贈りたい相手】

自分
【贈り主】

大
好
き
な
お
寿
司
を
食
べ
る
と
き
、
子
供
に
は
「
上
」

を
食
べ
さ
せ
て
、
自
分
は
「
並
」
を
頼
ん
で
い
た
亡
き
父
。

こ
れ
こ
そ
「
上
」
の
愛
情
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

（
岡
山
県
・
公
務
員
）

岩
中 

幹
夫
さ
ん

父
【贈りたい相手】

みき
【贈り主】

た
だ
い
ま
夫
婦
喧
嘩
中
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
ろ
く
に
会

話
を
し
て
い
な
い
。
君
は
、
喧
嘩
な
ん
て
ふ
っ
か
け
る
よ

う
な
性
格
で
は
な
い
。
考
え
て
み
た
ら
、
僕
自
身
の
こ
と

で
こ
う
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
な
か
な
か
素
直
に

謝
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
ん
な
時
、「
穏
や
か
」
と
い
う

字
の
中
に
君
の
名
前
を
み
つ
け
た
。
君
の
穏
や
か
さ
に
い

つ
も
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
本
当
に
ご

め
ん
ね
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ね
。
今
夜
、
素
直
に
謝
り

ま
す
。

（
兵
庫
県
・
研
究
者
）

奥
井 

一
幾
さ
ん

妻よりこ
【贈りたい相手】

夫かずき
【贈り主】

上

遊

佳 作
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2
歳
の
時
に
父
を
亡
く
し
た
夫
は
、「
さ
っ
さ
と
死
ん
だ

勝
手
な
奴
」
と
父
を
呼
ぶ
。
だ
け
ど
前
に
遺
影
を
見
な
が

ら
「
あ
な
た
に
そ
っ
く
り
だ
ね
」
っ
て
言
っ
た
時
の
嬉
し

そ
う
な
顔
、
私
が
見
逃
し
て
る
と
で
も
思
っ
た
？　

同
じ

く
父
と
な
っ
た
あ
な
た
を
見
て
い
れ
ば
分
か
る
。
あ
な
た

の
お
父
さ
ん
が
、
と
っ
て
も
素
敵
な
人
だ
っ
た
っ
て
事
。

（
北
海
道
・
主
婦
）

工
藤 

純
子
さ
ん

夫
【贈りたい相手】

妻
【贈り主】

 

介
護
一
筋
で
勤
続
13
年
を
迎
え
る
あ
な
た
。
お
給
料
も

世
間
的
に
は
低
く
時
に
は
引
っ
掻
き
傷
を
つ
く
っ
て
帰
っ

て
く
る
。
そ
れ
で
も
あ
な
た
は
「
人
生
の
帰
り
道
に
寄
り

添
え
る
な
ん
て
最
高
」
と
言
う
。
胸
を
張
っ
て
そ
う
言
え

る
あ
な
た
を
私
は
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
ツ
ン
デ
レ
の
私
だ

か
ら
面
と
向
か
っ
て
言
え
な
い
け
れ
ど
、
あ
な
た
の
お
か

げ
で
私
も
誰
か
の
帰
り
道
に
寄
り
添
い
た
い
と
、
そ
れ
が

あ
な
た
で
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

（
埼
玉
県
・
主
婦
）

小
松
崎 

有
美
さ
ん 夫　潤

【贈りたい相手】

妻　有美
【贈り主】

卒
業
式
の
日
、
先
生
が
ク
ラ
ス
の
生
徒
に
く
れ
た
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
。
私
宛
の
言
葉
は
40
を
過
ぎ
た
今
で
も
私
の
中

心
に
い
つ
も
あ
り
ま
す
。「
あ
な
た
は
心
の
白
い
人
で
す
。

周
り
の
ど
ん
な
色
に
も
染
ま
れ
る
柔
軟
な
優
し
い
気
持
ち

で
、
こ
れ
か
ら
も
誰
か
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
あ
げ
て

下
さ
い
。」
今
は
天
国
に
い
る
先
生
。
先
生
が
私
を
白
に
染

め
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
神
奈
川
県
・
主
婦
）

椎
野 

美
香
さ
ん

中学の恩師　青木先生
【贈りたい相手】

教え子　高橋
【贈り主】

介

染

父
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脳
梗
塞
で
倒
れ
て
３
年
。
右
半
身
は
ダ
メ
に
な
っ
た
け

ど
、
左
が
あ
る
ね
。
半
分
残
っ
て
い
る
ね
。
左
手
で
色
々

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
。
辛
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
苦
し

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
悔
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
で
も
、
生

き
て
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

（
京
都
府
・
主
婦
）

末
吉 
浩
子
さ
ん

父
【贈りたい相手】

娘
【贈り主】

「
漢
字
」
と
い
う
と
、
小
学
生
の
時
の
漢
字
ノ
ー
ト
を

思
い
だ
し
ま
す
。
書
道
の
先
生
で
あ
る
母
は
、
毎
日
漢
字

ノ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
美
し
い
文
字
の
書
き
方
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
幼
い
時
か
ら
書
く
こ
と
に
向
き
合
っ
て

き
た
お
か
げ
で
、
教
員
に
な
っ
た
今
で
も
、
堂
々
と
黒
板

に
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。「
美
し
い
文
字
は
、

一
生
の
宝
」。
忙
し
い
中
、
私
の
漢
字
ノ
ー
ト
を
見
て
く
れ

た
お
母
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

（
静
岡
県
・
教
員
）

杉
村 

佳
帆
里
さ
ん お母さん（書道の先生）

【贈りたい相手】

娘（教員）
【贈り主】

何
か
一
つ
足
せ
ば
、
何
か
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
辛

い
」っ
て
文
字
だ
っ
て「
一
」を
足
せ
ば「
幸
せ
」に
な
る
し
、

少
し
変
則
的
か
も
し
れ
な
い
け
ど
「
一
」
に
「
一
」
を
足

せ
ば
「
二
」
に
も
「
十
」
に
だ
っ
て
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
一
」
は
「
は
じ
め
」
で
も
あ
る
ん
だ
か
ら
、
ま
ず
小
さ

く
て
も
後
ろ
向
き
で
も
一
歩
踏
み
だ
さ
な
い
？
「
無
理
し

な
い
で
」
の
甘
え
か
ら
一
歩
、
出
て
み
よ
う
よ
。

（
岡
山
県
・
主
婦
）

諏
訪 

麻
美
さ
ん

ネガティブな自分
【贈りたい相手】

ポジティブな自分
【贈り主】

一

佳 作
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あ
な
た
は
い
つ
も
高
み
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。

傲
っ
た
り
し
な
い
。
同
じ
職
に
つ
い
て
い
て
、
い
つ
も
あ

な
た
を
見
て
い
る
け
れ
ど
、
本
当
に
尊
敬
し
て
い
る
。（
く

や
し
い
か
ら
言
葉
に
し
た
こ
と
は
な
い
け
ど
。）
私
も
一
緒

に
高
み
を
目
指
し
た
い
。
研
究
職
で
あ
る
私
達
で
、
世
界

で
一
番
の
物
を
作
り
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
一
緒
に
沢
山

学
ん
で
、沢
山
競
っ
て
、共
に
仲
良
く
高
み
を
目
指
し
た
い
。

（
神
奈
川
県
・
会
社
員
）

髙
野 

亜
衣
子
さ
ん 夫

【贈りたい相手】

妻
【贈り主】

君
が
26
歳
の
若
さ
で
逝
っ
て
も
う
30
年
。
乳
飲
み
子
だ
っ

た
子
供
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
良
き
伴
侶
を
得
て
幸
せ
に
暮

ら
し
て
い
る
。
僕
は
、
も
う
じ
い
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

け
れ
ど
、
君
は
永
遠
に
26
歳
の
ま
ま
、
僕
の
心
の
中
に
生

き
て
い
る
。 

（
徳
島
県
・
公
務
員
）

武
市 

善
明
さ
ん

亡き妻
【贈りたい相手】

夫
【贈り主】

い
つ
も
仕
事
お
疲
れ
様
。
あ
な
た
は
昔
か
ら
感
情
が
豊

か
で
、
怒
っ
た
り
、
笑
っ
た
り
、
悲
し
ん
だ
り
が
ス
ト
レ
ー

ト
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
で
も
、
私
に
と
っ
て
は
ど
ん
な

時
の
あ
な
た
で
も
、
あ
な
た
を
見
る
だ
け
で
心
が
安
ら
ぐ

「
癒
や
し
」
で
す
。

（
東
京
都
・
教
員
）

田
島 

英
和
さ
ん

妻
【贈りたい相手】

夫
【贈り主】

永
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辻
先
生
、
お
元
気
で
す
か
。
先
生
は
中
学
生
だ
っ
た
私

に
、
言
葉
（
日
本
語
）
の
美
し
さ
、
漢
字
の
面
白
さ
、
日

本
と
い
う
国
や
文
化
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
先

生
に
教
わ
っ
た
３
年
間
が
今
の
私
を
つ
く
る
大
き
な
転
換

点
と
な
り
ま
し
た
。
先
生
の
背
中
を
追
い
か
け
て

１０
年
。

今
で
は
私
が
国
語
を
教
え
る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。
大
好

き
だ
っ
た
あ
の
授
業
を
、
頑
張
っ
て
再
現
で
き
る
よ
う
に
、

今
日
も
あ
の
頃
の
友
だ
っ
た
ボ
ロ
ボ
ロ
の
便
覧
と
と
も
に

授
業
作
り
に
励
み
ま
す
。

（
三
重
県
・
教
員
）

龍
田 
優
さ
ん

大好きな中学校の国語の先生
【贈りたい相手】

教え子
【贈り主】

こ
の
「
追
」
が
先
生
の
家
に
届
い
て
も
、
先
生
の
目
に

触
れ
る
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
あ
ん
な
に
強

く
、
知
識
人
の
先
生
が
病
に
伏
す
な
ん
て
、
今
で
も
信
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。
出
会
っ
た
日
か
ら
先
生
の
こ
と
を
、
ず
っ

と
追
い
続
け
て
い
ま
す
。「
勇
往
邁
進
」
先
生
か
ら
学
ん
だ

生
き
方
で
す
。

（
愛
知
県
・
教
員
）

百
々 

進
祐
さ
ん

人生の師
【贈りたい相手】

ひよっこ教師
【贈り主】

教
師
三
年
目
を
迎
え
た
あ
な
た
。
理
解
さ
せ
た
い
内
容
、

身
に
付
け
さ
せ
た
い
内
容
ば
か
り
で
頭
い
っ
ぱ
い
の
あ
な

た
。「
学
」
ぶ
と
い
う
字
の
中
心
は
「
子
」
ど
も
た
ち
で
す
。

目
の
前
の
い
ろ
い
ろ
な
個
性
の
あ
る
「
子
」
ど
も
が
主
役

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
今
日
も
教
室
に
向
か
い
ま
し
ょ

う
。

（
福
岡
県
・
教
員
）

中
井 

朗
さ
ん

自分
【贈りたい相手】

自分
【贈り主】

佳 作
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9
年
付
き
合
っ
て
、
よ
う
や
く
同
じ
名
前
に
な
っ
た
。

周
り
の
人
に
、「
長
い
間
付
き
合
っ
て
て
、
別
れ
る
こ
と
な

か
っ
た
の
？
」
っ
て
聞
か
れ
た
と
き
、
夫
は
「
別
れ
る
理

由
が
無
い
」
っ
て
答
え
た
み
た
い
。
好
き
な
と
こ
ろ
を
並

べ
ら
れ
る
よ
り
、
こ
の
「
無
い
」
が
何
倍
も
嬉
し
か
っ
た
。

そ
う
や
っ
て
、
遠
回
し
に
気
持
ち
を
伝
え
て
く
れ
る
と
こ

ろ
が
大
好
き
で
す
。

（
大
阪
府
・
栄
養
士
）

西
村 

美
由
さ
ん

夫 勇人
【贈りたい相手】

妻 美由
【贈り主】

5
年
前
に
出
会
っ
て
、
今
日
ま
で
仲
良
く
し
て
も
ら
え

て
幸
せ
で
す
。
結
婚
を
前
提
に
お
付
き
合
い
し
て
き
ま
し

た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
ど
う
で
し
ょ
う
？
と
も
に
同
じ
大
学
で
、

と
も
に
同
じ
職
種
で
。
そ
ろ
そ
ろ
、
と
も
に
同
じ
名
字
に

し
ま
し
ょ
う
。
偕
老
同
穴
、
比
翼
連
理
。
こ
れ
か
ら
も
仲

良
く
、
そ
し
て
温
か
い
家
族
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

（
香
川
県
・
教
員
）

村
井 

庸
佑
さ
ん

あゆちこ
【贈りたい相手】

ぼく
【贈り主】

息
子
の
テ
ス
ト
の
成
績
を
褒
め
て
い
た
ら
、
と
な
り
で

妻
が
一
言
、「
た
ま
に
は
私
も
褒
め
て
よ
」。
た
し
か
に
、

結
婚
し
て

２０
年
、
ほ
と
ん
ど
褒
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

家
事
に
、
育
児
に
頑
張
る
妻
に
、
一
言
、「
頑
張
っ
て
い
る

ね
。
あ
り
が
と
う
」
と
い
い
た
い
の
で
す
が
、
面
と
向
か
っ

て
は
恥
ず
か
し
い
の
で
、
ま
ず
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
し
て
贈

り
ま
す
。

（
岐
阜
県
・
会
社
員
）

吉
田 

和
史
さ
ん

妻　順子
【贈りたい相手】

夫　和史
【贈り主】

無

偕

褒
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コンテストは広がりを見せ、
「学校教育」にも採用

“ 誰かに贈る漢字を選ぶ ”その時間は、
漢字そのものの奥深さに触れられるとともに、
自分の大切な人との関係を見つめ直し、
自分自身と向き合うことにもつながります。

その点が高く評価され、
学校教育の題材として取り上げられるようになりました。

今後、「大切な人へ漢字を贈る」ということが、私たちにとって
より身近な習慣になる日も近いかもしれません。

私は、漢字コンテストの作品を読みながら、
「漢字って、こんなに表情豊かになるんだ――。」と、ワクワクしました。
「待」からは、「おかえり。」の温かさを感じたり、
「遊」からは、兄弟の楽しそうな笑顔が浮かんできたりしました。

私は、「教科書に掲載したい！」と思いました。
この題材なら、子どもたちが家族への思いを、楽しく、深く見つめられる。
この題材なら、家庭環境が一人一人ちがう子どもたちが、
伝えたい相手に思いを伝えられる優しい教材になる。
そう考えたからです。

授業を終えた後、
贈った漢字が、子どもたちと家族の宝物になればいいなあと願っています

光村図書出版　担当者

「漢字に思いをこめて」にこめた思い

「どうとく3　きみが　いちばん　ひかるとき」（光村図書出版）
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（コンテストサイト）　　  http://www.kanken.or.jp/kanjicontest2018/

公益財団法人 日本漢字能力検定協会
お問い合わせ先

0120-509-315（無料）受付時間　月～金 ９:００～１７:００（祝日・お盆・年末年始を除く）

・メッセージは１２０字以内に限ります。
　これを超える応募作品につきましては審査対象外となります。
・応募いただいた作品は返却できません。

※抽選で団体応募プレゼントが当たります。
抽選は応募団体単位で行い、プレゼントは当選団体の応募人数分をお送りいたします。当選団体の発表はプレゼ
ントの発送をもってかえさせていただきます。

主催者および審査員が、本コンテストの開催趣旨に照らし総合的に審査します。
入賞者には審査後に受賞の内定を通知いたします。

「贈りたい漢字とメッセージ（※１２０字以内）」

応募期間

①小学生部門　　②中学生部門
③高校生部門　　④大学生・一般部門

２０１９年１月（予定）　

■Webでの応募　ＵＲＬ　http://www.kanken.or.jp/kanjicontest2018/
■郵送での応募　 〒６０５-００７４　京都市東山区祇園町南側５５１番地
　　　　　　　　（公財）日本漢字能力検定協会　「今、あなたに贈りたい漢字 コンテスト」係

２０１８年６月１日（金）～２０１８年９月１４日（金）消印有効

表 彰 式 ２０１９年３月

表彰式会場 公益財団法人 日本漢字能力検定協会 京都本部
漢検 漢字博物館・図書館（漢字ミュージアム）

入賞作品は、応募者氏名などとともにコンテストサイト等にて発表する予定です。

【Ｗｅｂ】コンテストサイト（下記ＵＲＬ）にある応募フォームを利用してください。
【郵送】所定の応募用紙、もしくはコンテストサイトよりダウンロードした応募用紙を利
用して、下記応募先へ郵送してください。また、応募用紙取得が困難な方は、必要事
項記載のうえハガキでの応募も可能です。

応募者全員分の用紙をまとめ、「団体名」「団体担当者氏名」「住所・電話番号（会場
番号）」を添えて下記応募先へ郵送してください。必要分の応募用紙と返送用封筒を
送付いたしますので下記お問い合わせ先へご連絡ください（応募用紙はコピーしてい
ただいても構いません）。

あなたが伝えたい気持ちを表す漢字（一文字）とメッセージをお寄せください。
応募テーマ

応募部門

応募方法

応 募 先

審　　査

発　　表

表　　彰

■個人での応募

■団体での応募

応募の際の注意事項

　　　　第6回 「今、あなたに贈りたい漢字コンテスト」応募要項

絆大賞（４点） 賞状・副賞（５万円相当）

日本漢字能力検定協会賞（４点） 賞状・副賞（３万円相当）

審査員賞（１２点） 賞状・副賞（１万円相当）

佳作（４０点） 賞状・副賞（５千円相当）

審査員  ゴルゴ松本
（お笑い芸人）

審査員  やすみりえ
（川柳作家）

審査員  華雪
（書家）

審査員長  橋本五郎
（読売新聞特別編集委員）審 査 員

副賞：ギフトカード、図書券など
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「今、あなたに贈りたい漢字 コンテスト」
2017 年度　受賞作品集
2018 年　6 月 1 日　第１版第１刷発行

編　者　公益財団法人日本漢字能力検定協会
発行者　髙坂 節三
印刷所　大日本印刷株式会社
発行所　公益財団法人日本漢字能力検定協会

（住所）〒 605 － 0074
　　　 京都市東山区祇園町南側 551 番地

（TEL）075 － 757 － 8600
（FAX）075 － 532 － 1110
（ホームページ URL）http://www.kanken.or.jp

本書の内容の一部あるいは全部を無断で複写複製（コ
ピー）することは著作権法上での例外を除き、禁じ
られています。

乱丁・落丁本はお取り替えいたします。
「漢検」は登録商標です。
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